
特集新しい時代のまちづくり

1.　はじめに

人口減少や少子高齢化等により，全国各地にお
いて多くの遊休公的施設が存在している。この
20 年で空き家の総数が約 1.4 倍，使用目的のない
空き家が約 1.8 倍に増加しているほか，廃校も毎
年 450 校程度増加している状況である。また，地
方公共団体によっては，市民から古民家等の寄付
を受けて，新たに遊休公的施設を取得するケース
もある。
今後，財政や人的資源が厳しさを増していく中
で，増加していく遊休公的施設を活用して官民連
携で事業を行い，地域課題の解決につなげていく
ことは有効である。他方，多くの地方公共団体に
おいては，さまざまな課題により遊休公的施設の
利活用が十分に進んでいない。
本稿では，このような課題に対応する取組の一
つである「スモールコンセッション」について概
説する。

2.　スモールコンセッションの射程

国土交通省では，廃校等の空き施設や地方公共
団体が所有する古民家等の空き家の活用につい

て，民間事業者の創意工夫を最大限に生かした小
規模（事業費原則 10 億円未満程度）な PPP/PFI
事業（コンセッションをはじめとした官民連携に
よる事業運営）を行うことにより，地域課題の解
決やエリア価値の向上につなげる取組である「ス
モールコンセッション」を推進している。
スモールコンセッションの事業手法は，民間資
金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関
する法律（平成 11 年法律第 117 号）に基づく公
共施設等運営（コンセッション）方式も含まれる
が，それに限定されずRO方式，賃貸借，指定管
理者制度など，個別の案件に応じてさまざまな手
法が想定されている（図－ 1）。
また，利活用後の施設の在り方についても，観
光施設，スポーツ施設，研究施設，定住促進住
宅，福祉施設等，多様な類型が想定される。
スモールコンセッションを通じ，地方公共団体
にとっては，施設の維持管理コストの削減やエリ
ア価値の向上が期待できる一方，民間事業者にと
っては事業機会の増加や地域への主体的な貢献に
つながり得る。加えて，地域や住民にとっては，
地域活性化や住民サービスの向上，思い入れのあ
る施設の継承といった効果が期待できる。
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3.　推進の経緯

スモールコンセッションは，「PPP/PFI 推進ア
クションプラン（令和 5年改定版）」（令和 5年 6
月 2日民間資金等活用事業推進会議決定）におい
て，今後開拓すべき新たな分野の一つとして位置
付けられた。
これを受け，令和 5年 11 月，スモールコンセ

ッションを全国的に普及・促進させることを目的
として，官民連携等の分野の有識者や実務者から
なる「スモールコンセッションの推進方策に関す
る検討会」が立ち上げられた。本検討会では，ス
モールコンセッションの機運醸成や取り組みやす
い環境整備等の推進方策について幅広い議論・検
討が行われ，令和 6年には，その検討結果が「ス
モールコンセッション推進方策」として取りまと
められた。
これらを踏まえ，現在国土交通省においては，

スモールコンセッションに関する取組を着実に進
めているところである。次に，その主な取組を紹
介する。

4.　‌�スモールコンセッション‌
プラットフォーム

⑴　設立趣旨
地方公共団体には，スモールコンセッションを
実践するためのノウハウが十分に蓄積されていな
いという問題がある。他方，学界や民間には，技
術面や資金面も含め，多くの知恵と実績・経験が
蓄積されている。こうした問題意識の下，産官学
金等の多様な主体が参加・連携する「スモールコ
ンセッションプラットフォーム」を国土交通省及
び内閣府で設立した。令和 7 年 12 月末現在で
1,300 を超える方々・団体の皆さまにご参画いた
だいている（図－ 2）。
スモールコンセッションプラットフォームにお
いては，機運醸成・情報共有に関する活動とし
て，セミナーや会員間の交流促進・マッチングを
目的とした交流会等のイベントを開催しているほ
か，会員に向けたメールマガジン等の情報発信，
専用ホームページを通じた会員からの情報発信，
先進事例の紹介等を行っている。

図－ 1　スモールコンセッションの概念
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⑵　主な活動内容
次に，スモールコンセッションプラットフォー
ムの主な活動状況について紹介する。
①　実践セミナー
スモールコンセッションへの一層の理解を深め
ることを目的として，国の支援策等の紹介や，地
方公共団体・民間事業者双方の関係者による先行
事例の解説を行うための実践セミナーを随時開催
している。
②　会員限定交流会
令和 7年 6月には，プラットフォーム会員の交
流を促進し，効果的な普及啓発や機運醸成，官民
マッチング，具体的な案件形成に向けた契機の創
出を目的として，会員限定の交流会を開催した。
本交流会では，会員によるプレゼンテーション
や会員間での情報共有・意見交換の機会を設け，
希望する現地参加者には，スモールコンセッショ
ンに関係のある取組の紹介や個別の案件に係る課
題・悩み事等に関してプレゼンテーションを行っ
ていただいた（図－ 3）。
③　現地視察ツアー

令和 7年 8月には，スモールコンセッションの
取組事例を実際に現地で視察することで，取組へ
の理解促進や具体的な案件形成に向けた契機の創
出を目的として，「スモールコンセッションプラ
ットフォーム現地視察ツアー（in 山形市）」を開
催した。このツアーでは，山形市内に点在する複
数事例を実際に見学いただくとともに，市職員や
関係者からの説明や質疑応答の時間を設け，スモ
ールコンセッションに関する理解促進を図った
（図－ 4）。
④　ワーキンググループ（WG）
令和 7年 8月には，スモールコンセッションを
推進する上での個別のテーマについて，課題の共
有や解決策の検討を行うため，1）普及啓発
WG，2）人材育成・組織検討WG，3）事業手法
検討WG，4）資金調達WGの四つのWGを立ち
上げた。
WGでは，スモールコンセッションプラットフ
ォームの運営委員会の運営委員や，PPP/PFI・
スモールコンセッションについて豊富な知識・ノ
ウハウを有する会員等のコアメンバーを中心に，

金融機関等

民間団体 学識経験者

地方公共団体等

産官学金等に
よる連携・活動

図－ 2　スモールコンセッションプラットフォームについて（国土交通省作成）
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図－ 3　会員限定交流会　開催概要

図－ 4　現地視察ツアー　開催概要
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スモールコンセッションを推進していく上での課
題に対する取組について，検討・整理・検証等を
行っている（図－ 5）。
令和 7 年度は，普及啓発WGと人材育成・組
織検討WG，事業手法検討WGと資金調達WG
を，それぞれ合同で 2回開催している。第 1回で

は，各WGの目指す姿およびその方向性につい
て議論した。第 2回では，前者では普及戦略や必
要な人材像・組織について，後者では事業手法や
資金調達に関する課題や解決策について議論を行
った（図－ 6，7）。

図－ 5　WGの設置趣旨・目的

図－ 6　令和 7年度 普及啓発WGおよび人材育成・組織検討WGの活動状況
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5.　支援策

スモールコンセッションプラットフォームによ
る機運醸成に加え，国土交通省 総合政策局 社会
資本整備政策課では，事業構想の策定段階や導入
可能性調査段階等において次のような事業支援を
行っている。以下，令和 7年度現在実施している
事業について紹介する。

⑴　スモールコンセッション形成推進事業
本事業では，スモールコンセッションを円滑に

取り組めるよう，プロジェクトの初期段階におけ
るさまざまな課題の解決をサポートする専門家の
派遣を行っている。
本事業を通じて，対象となる遊休公的施設を含

むエリアのビジョン，当該施設の現況把握を踏ま
えた施設に求められる用途・構成・運営方針，事
業手法等のプロジェクトの構想の策定を目指して
いる。
令和 7年度は，図－ 8に示す計 7団体において

調査を実施している。

⑵　民間提案型官民連携モデリング事業
本事業は，地方公共団体が抱える課題（ニーズ）
を，民間事業者の提案に基づく新たな官民連携手
法（シーズ）により解決することを目指す取組で
ある。
官民双方からのニーズ・シーズをマッチングさ
せるイベントを経て，国土交通省の委託調査によ
って官民が一体となって新たな官民連携手法を構
築し，全国の地方公共団体のモデルとして，地方
ブロックプラットフォームなどを通じて横展開に
つなげていくことを目指している。
本事業においては，例年募集テーマを設定して
いるところ，令和 7年度は「スモールコンセッシ
ョンの推進」を募集テーマの一つに設定し，これ
を踏まえて次の 3団体を調査委託先民間事業者と
して選定している（図－ 9）。

⑶　先導的官民連携支援事業
本事業は，国土交通省が提示する地方公共団体
等からの応募を求める取組について，地方公共団

図－ 7　令和 7年度 事業手法検討WGおよび資金調達WGの活動状況
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体等が先導的な官民連携事業による解決を図るた
めの調査を実施する場合に，調査委託費の全部又
は一部を補助するものである。

令和 7年度は，「スモールコンセッションの推
進」を応募を求める取組の一つに設定し，これを
踏まえて次の 10 団体を支援している（図－ 10）。

図－ 8　令和 7年度 スモールコンセッション形成推進事業　調査実施団体

図－ 9　令和 7年度 民間提案型官民連携モデリング事業　調査実施団体（スモールコンセッション関係）
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6.　今後の展望

国土交通省においては，引き続き前述のスモー
ルコンセッションの推進に係る取組等を進めてい
く。また，現在スモールコンセッションに関する
手引きの策定作業を進めているところであり，今

後もこのような取組を通じて，地域の賑わいの創
出，ひいては地域の関係人口や雇用の拡大を図っ
ていく所存である。
スモールコンセッションの推進に当たっては，
産官学金等の連携が不可欠である。読者の皆さま
におかれては，ぜひ，スモールコンセッションプ
ラットフォームに参画し，一緒にスモールコンセ
ッションを盛り上げていただけると幸いである。

図－ 10　令和 7年度 先導的官民連携支援事業　支援団体（スモールコンセッション関係）
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